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国立大学法人香川大学

差　　　額

（決算－予算）

 収入 　 　 　

運営費交付金 10,898 10,998 99 （注１）

施設整備費補助金 1,533 1,246 △ 287 （注２）

船舶建造費補助金 - - -

施設整備資金貸付金償還時補助金 - - -

補助金等収入 342 374 32 （注３）

国立大学財務・経営センター施設費交付金 58 58 -

自己収入 19,639 20,124 484 　

授業料、入学料及び検定料収入 4,009 3,903 △ 105 （注４）

附属病院収入 15,477 15,799 322 （注５）

財産処分収入 - 6 6 （注６）

雑収入 152 414 262 （注7）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,478 1,296 △ 182 （注8）

引当金取崩額 105 112 6 （注9）

長期借入金収入 1,290 934 △ 355 （注10）

貸付回収金 - - -

承継剰余金 - - -

旧法人承継積立金 - - -

目的積立金取崩額 - 221 221 （注11）

計 35,347 35,366 19

 支出

業務費 29,836 30,269 433

教育研究経費 13,940 13,813 △ 126 （注12）

診療経費 15,896 16,456 560 （注13）

施設整備費 2,882 2,239 △ 643 （注14）

船舶建造費 - - -

補助金等 342 374 32 （注15）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,478 1,341 △ 137 （注16）

貸付金 - - -

長期借入金償還金 807 780 △ 26 （注17）

国立大学財務・経営センター施設費納付金 - 2 2 （注18）

計 35,347 35,008 △ 338

収入－支出 - 358 358

※上記の金額は、すべて百万円未満切捨で表示している。

○予算と決算の差異について

平成２６年度　決算報告書

　　　　　　　 （単位：百万円）

区　　　分 予　算　額 決　算　額 備　　　考

（注13）診療経費については、診療材料費が増加したこと等により、予算金額に比して決算金額が５６０百万円

　　　　多額となっている。

（注１）運営費交付金については、文部科学省からの追加予算に伴い、予算金額に比して決算金額が９９百万円多額と

　　　　なっている。

（注２）施設整備費補助金については、当初事業計画の変更に伴い、予算金額に比して決算金額が２８７百万円少額と

　　　　なっている。

（注３）補助金等収入については、国からの補助金の獲得により、予算金額に比して決算金額が３２百万円多額と

　　　　なっている。

（注４）授業料、入学料及び検定料収入については、在籍者の減少等により、予算金額に比して決算金額が１０５百万

　　　　円少額となっている。

（注５）附属病院収入については、診療単価の増加等に伴う収入増により、予算金額に比して決算金額が３２２百万円

　　　　多額となっている。

（注７）雑収入については、科学研究費補助金間接経費受入額の増等により、予算金額に比して決算金額が２６２百万

　　　　円多額となっている。

（注８）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、国、特殊法人及び民間からの受託研究の減少により、

　　　　予算金額に比して決算金額が１８２百万円少額となっている。

（注９）引当金取崩額については、対象者の増加等により、予算金額に比して決算金額が６百万円多額となっている。

（注10）長期借入金収入については、当初事業計画の変更に伴い、予算金額に比して決算金額が３５５百万円少額と

　　　　なっている。

（注11）目的積立金取崩額については、学内設備整備等の事業を行ったことにより、予算金額に比して決算金額が

　　　　２２１百万円多額となっている。

（注12）教育研究経費については、経費の節減等に努めたため、予算金額に比して決算金額が１２６百万円少額と

　　　　なっている。

（注６）財産処分収入については、香川大学屋島西町職員宿舎譲渡により、予算金額に比して決算金額が６百万円多額

　　　　となっている。

（注14）注２、及び注10に示した理由により、予算金額に比して決算金額が６４３百万円少額となっている。

（注15）注３に示した理由により、予算金額に比して決算金額が３２百万円多額となっている。

（注16）注７に示した理由により、予算金額に比して決算金額が１３７百万円少額となっている。

（注18）注６に示した理由により、予算金額に比して決算金額が２百万円多額となっている。

（注17）長期借入金償還金については、借入金利率の見直し等により、予算金額に比して決算金額が２６百万円少額と

　　　　なっている。


